
市 議 会 だ よ り 第２３６号（3） 2019年（平成31年）２月９日

　12 月定例会では、９つの会派が代表質問を行いました。代表質問を行った会派の名称、

発言順及び発言持ち時間は次のとおりです。

　無所属の会（111 分）、公明党（162 分）、清風会（111 分）、自由民主党（94 分）、

創生市川第２（77 分）、創生市川第３（77 分）、日本共産党（111 分）、創生市川第１（77

分）、新しい流れ（77 分）。

ブロック塀の安全点検調査

母子保健相談窓口「アイティ」架け替え工事が進む行徳橋

通
学
路
の

安
全
対
策

避
難
所
の

要
配
慮
者
支
援

避
難
所
の

ペ
ッ
ト
対
策

出
産
・
子
育
て

支

援

外
環
開
通
後
の

道
路
網
整
備

問　
平
成
30
年
６
月
の
大
阪
府

北
部
地
震
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
事
故

を
受
け
、
市
は
30
年
７
月
か
ら

10
月
に
か
け
て
、
小
学
校
・

義
務
教
育
学
校
39
校
の
通
学
路

に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全

点
検
調
査
を
行
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
調
査
の
結

果
、
及
び
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
た
今
後
の
安
全
対
策
に
つ
い

問　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
市
民
は
ま
ず
避
難
所
と

な
る
小
学
校
に
避
難
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
が
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
、
災
害
時
に
配
慮
が
必

要
な
避
難
者
の
た
め
の
福
祉
避

難
所
は
市
内
に
ど
の
程
度
あ
る

か
。
ま
た
、
こ
う
し
た
要
配
慮

者
の
た
め
の
相
談
窓
口
や
、
福

祉
避
難
所
へ
の
移
送
等
の
対
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
市
は
災
害
時
の
要
配
慮
者

の
た
め
の
避
難
所
と
し
て
、
老

人
い
こ
い
の
家
や
公
民
館
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
44
施
設

を
福
祉
避
難
所
に
指
定
し
て
お

り
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
や
必
要
な
物
資
の
調
達

・
備
蓄
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

要
配
慮
者
が
小
学
校
等
、
福
祉

避
難
所
以
外
の
場
所
に
避
難
し

た
場
合
の
対
応
と
し
て
、
保
健

師
や
作
業
療
法
士
等
の
有
資
格

職
員
に
よ
る
チ
ー
ム
が
避
難
所

へ
赴
き
、
保
健
活
動
を
通
し
て

要
配
慮
者
に
と
っ
て
適
確
な
避

難
所
を
判
断
で
き
る
よ
う
、
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
避

難
所
で
の
保
健
活
動
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
た
め
、
よ
り
円
滑

な
活
動
の
実
施
に
向
け
て
、
次

回
の
避
難
所
訓
練
で
は
試
行
的

に
保
健
活
動
訓
練
を
取
り
入
れ

る
予
定
で
あ
る
。

育
補
助
や
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た

め
、
災
害
時
動
物
愛
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
始

め
た
と
い
う
。
本
市
で
も
災
害

時
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
を
認
め

て
い
る
が
、
避
難
所
に
お
け
る

ペ
ッ
ト
対
策
の
た
め
の
人
材
育

成
に
関
す
る
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
本
市
で
は
、
犬
猫
の
適
正

飼
養
に
関
す
る
啓
発
活
動
や
災

害
時
の
避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
対

応
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
人
を

ペ
ッ
ト
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
登
録
し
て
い
る
。
平
成
30

年
５
月
に
実
施
し
た
研
修
会
で

は
、
避
難
所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト

対
応
の
基
本
等
に
つ
い
て
学
ん

で
も
ら
っ
た
。
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
登
録
者
に
は
、
獣
医
師
や

動
物
看
護
師
と
い
っ
た
専
門
家

も
い
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
互
の
情
報
交
換
等
に
よ
り
避

難
所
で
の
ペ
ッ
ト
対
応
を
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
人
材
を
育
成
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
尚
、

避
難
所
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

派
遣
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
の

協
議
会
と
の
連
携
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
特
定
の
協
議
会

に
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
も

ら
い
、
実
現
に
向
け
た
一
歩
と

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
肉
体
的
、
精
神
的
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
、
妊
娠
し
て

問　
静
岡
県
で
は
、
災
害
時
の

避
難
所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
飼

問　
平
成
30
年
６
月
２
日
に
東

京
外
郭
環
状
道
路
千
葉
県
区
間

と
国
道
２
９
８
号
が
開
通
し
、

市
内
交
通
の
改
善
が
図
ら
れ
た

一
方
で
、
新
た
な
渋
滞
等
の
課

題
も
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

開
通
後
に
お
け
る
本
市
の
道
路

交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　
歩
道
・
自
転
車
道
等
の
サ

ー
ビ
ス
道
路
の
未
整
備
箇
所
に

つ
い
て
は
、
30
年
度
末
ま
で
に

９
割
の
工
事
が
完
了
し
、
残
り

１
割
の
う
ち
京
成
菅
野
駅
周
辺

の
整
備
は
32
年
度
ま
で
に
完
了

す
る
予
定
で
あ
る
。
行
徳
橋
の

架
け
替
え
に
つ
い
て
は
、
31
年

度
末
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て

事
業
を
進
め
て
お
り
、
完
成
後

に
既
存
の
橋
を
撤
去
す
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、（
仮
称
）
妙

典
橋
は
、
高
谷
川
に
架
か
る
橋

り
ょ
う
下
部
の
工
事
が
完
了
し
、

30
年
度
末
の
全
線
供
用
に
向
け

整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

国
道
14
号
の
拡
張
に
つ
い
て
は
、

県
道
高
塚
新
田
市
川
線
か
ら
外

環
道
路
方
面
の
約
３
０
０
ｍ
区

間
の
４
車
線
化
は
未
買
収
地
が

あ
る
た
め
整
備
ま
で
に
時
間
を

要
し
て
い
る
一
方
、
市
川
駅
前

交
差
点
か
ら
県
道
高
塚
新
田
市

川
線
ま
で
の
約
５
０
０
ｍ
は
、

歩
道
の
整
備
や
交
差
点
の
改
良

が
完
了
し
、
30
年
度
末
の
４
車

線
化
を
目
標
に
、
残
る
車
道
舗

装
や
安
全
施
設
等
の
工
事
を
進

め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

も
出
産
す
べ
き
か
悩
む
、
い
わ

ゆ
る
「
妊
娠
葛
藤
」
の
問
題
を

抱
え
る
女
性
に
対
し
、
市
は
ど

の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
出
産
前
後
の
家
庭

に
対
し
、
家
事
や
育
児
支
援
を

行
う
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
に
つ
い
て

本
市
の
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

答　
本
市
で
は
、
母
子
保
健
相

談
窓
口
ア
イ
テ
ィ
に
お
い
て
、

妊
婦
の
相
談
対
応
を
行
っ
て
お

り
、
相
談
内
容
と
し
て
は
、
妊

娠
の
継
続
に
向
け
た
出
産
費
用

等
に
関
す
る
も
の
は
あ
る
が
、

妊
娠
葛
藤
に
関
す
る
も
の
は
ほ

と
ん
ど
な
い
状
況
で
あ
る
。
し

か
し
、
予
定
外
の
妊
娠
に
つ
い

て
は
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
場

合
が
多
い
た
め
、
保
健
セ
ン
タ

ー
及
び
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

で
妊
娠
に
関
す
る
電
話
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
お
り
、
県
の

公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
周
知
し

て
い
る
。
ま
た
、
家
事
や
育
児

支
援
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
に
つ
い

て
は
、
産
前
に
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
産
後
56
日
ま
で
は
、
周

囲
に
協
力
を
求
め
ら
れ
な
い
家

庭
に
対
し
て
一
時
的
に
ヘ
ル
パ

ー
を
派
遣
す
る
、「
産
後
家
庭

訪
問
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
。
１
回
２
時
間
、

１
日
４
時
間
を
限
度
と
し
て
計

30
時
間
ま
で
利
用
で
き
、
母
親

の
育
児
や
家
事
の
負
担
軽
減
、

不
安
解
消
等
に
努
め
て
い
る
。

て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
調
査
の
結
果
、
小
学
校
等

の
通
学
路
に
あ
る
約
９
０
０
０

カ
所
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
う
ち
、

倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
も
の
が

約
８
０
０
カ
所
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
今
後
は
、
危
険
性
が

高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
所
有

者
・
管
理
者
に
対
し
て
、
文
書

に
よ
る
注
意
喚
起
を
行
う
と
共

に
、
危
険
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
塀
等
除
却
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
案
内
し
、
改
善
を
促
し

て
い
く
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
学
校

と
調
査
結
果
の
共
有
を
図
っ
た

上
で
、
学
校
を
通
じ
、
児
童
生

徒
本
人
や
保
護
者
に
も
通
学
路

の
危
険
箇
所
を
把
握
し
て
注
意

す
る
よ
う
促
す
な
ど
、
必
要
な

措
置
を
講
じ
て
い
く
。
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流
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